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理
科
教
育
の
発
展
に
尽
力

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表

彰
報
告
は
1
月
23
日
、
市
役
所
で

行
わ
れ
、
中
村
第
一
中
学
校
の
渡

部
兼
介
教
諭
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る

教
育
実
践
な
ど
に
顕
著
な
成
果
を

あ
げ
た
教
職
員
を
表
彰
す
る
も
の
。

　

渡
部
教
諭
は
、
理
科
を
学
ぶ
楽

し
さ
を
教
え
る
授
業
構
築
や
子
ど

も
の
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
た
福
地
裕
之
教
育

長
は
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

一
年
の
無
病
息
災
・
平
穏
無
事
を
祈

る
ど
ん
と
祭

　

ふ
る
さ
と
行
事
「
ど
ん
と
祭
」

は
1
月
14
日
、
長
友
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
正
月
飾
り
な
ど
を
燃

や
し
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
相
馬
高
校
相
馬
太

鼓
部
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

勇
壮
な
太
鼓
の
音
色
で
訪
れ
た
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
た

正
月
飾
り
な
ど
は
神
事
が
行
わ
れ

た
後
に
火
が
入
れ
ら
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
、
無
病
息
災
、
平
穏
無

事
を
祈
り
な
が
ら
、
燃
え
上
が
る

炎
で
竹
の
先
に
つ
け
た
餅
を
焼
い

て
い
ま
し
た
。

　

立
谷
秀
清
市
長
退
任
式
は
1

月
16
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、

約
100
人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

立
谷
市
長
は
、
平
成
14
年
1

月
19
日
に
第
13
代
相
馬
市
長
に

就
任
以
降
、
6
期
に
わ
た
り
相

馬
市
長
と
し
て
市
政
運
営
に
尽

力
。

　

式
で
立
谷
市
長
は
、「
24
年

間
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

お
か
げ
で
、
相
馬
市
の
た
す
き

を
次
の
市
長
に
つ
な
ぐ
こ
と
が

立
谷
秀
清
市
長
退
任
式

阿
部
勝
弘
第
19
代
相
馬
市
長
就
任
式

で
き
ま
し
た
。
財
政
難
や
東
日
本

大
震
災
な
ど
の
つ
ら
い
局
面
が
あ

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
相
馬
を

守
っ
て
い
こ
う
と
一
致
団
結
し
て

私
に
付
い
て
き
て
く
れ
た
か
ら
こ

そ
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
立
谷
市
長
は
市
職

員
や
大
勢
の
市
民
ら
に
見
送
ら
れ
、

市
役
所
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
12
月
14
日
に
告
示

さ
れ
た
相
馬
市
長
選
挙
で
当
選

し
た
阿
部
勝
弘
氏
が
1
月
19
日
、

第
19
代
相
馬
市
長
に
就
任
し
、

初
登
庁
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
正
面
玄
関
で
は
、
大

勢
の
市
民
や
職
員
が
阿
部
市
長

を
出
迎
え
、
花
束
を
贈
ら
れ
た

阿
部
市
長
は
拍
手
の
中
、
市
役

所
庁
舎
に
入
り
ま
し
た
。

　

登
庁
後
市
役
所
3
階
の
正
庁

で
就
任
式
が
行
わ
れ
、
阿
部
市

長
が
職
員
に
訓
示
し
ま
し
た
。

　

阿
部
市
長
は
「
私
は
、
こ
の

地
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
『
報
徳

仕
法
』
の
教
え
、
そ
し
て
『
不
易

流
行
』
と
い
う
考
え
を
大
切
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
守
る
べ

き
本
質
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
時

代
の
変
化
に
応
じ
て
改
め
る
べ
き

仕
組
み
は
恐
れ
ず
に
変
え
て
い
く
。

こ
の
姿
勢
で
、『
誰
も
が
安
心
し
、

誇
り
を
持
っ
て
、
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
相
馬
市
』
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
相
馬
市
の
新
し
い
歴
史
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
そ
し
て

職
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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80
万
人
達
成
記
念
大
会
を
開
催

松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

市
の
伝
統
野
菜
を
使
用
し
た
給

食
メ
ニ
ュ
ー
「
山
上
さ
と
ち
ゃ
ん

カ
レ
ー
」
は
1
月
19
日
、
山
上
小

学
校
の
児
童
と
保
護
者
を
対
象
に

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
給
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、
市
の
伝

統
野
菜
で
あ
る
相
馬
土
垂
を
広
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
同
校
5
・
6

年
生
の
児
童
が
レ
シ
ピ
を
考
案
。

　

当
日
は
、
同
校
6
年
生
の
児
童

ら
に
よ
る
「
山
上
さ
と
ち
ゃ
ん
カ

レ
ー
」
に
関
し
て
の
発
表
の
後
、

給
食
が
提
供
さ
れ
、
児
童
と
保
護

者
ら
は
、
相
馬
土
垂
が
入
っ
た
カ

レ
ー
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。

　
「
松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
利

用
者
80
万
人
記
念
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
」
は
1
月
31
日
、
同
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
選
手

101

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
平
成

11
年
11
月
に
開
園
し
、
令
和
8
年

1
月
31
日
付
で
利
用
者
80
万
人
を

達
成
。

　

競
技
は
、
く
ろ
ま
つ
、
さ
ざ
ん

か
、
さ
く
ら
、
は
ま
な
す
の
4
コ

ー
ス
36
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
選
手

ら
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

県
内
野
球
競
技
の
普
及
・
振
興
な
ど
へ
の

貢
献
が
評
価
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
受
賞
報
告

　

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功

労
賞
受
賞
報
告
は
1
月
26
日
、
市

役
所
で
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
福
島

県
野
球
協
会
の
松
本
壹
雄
会
長
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

松
本
会
長
は
、
平
成
16
年
よ
り

同
協
会
会
長
に
就
任
し
、
県
内
野

球
競
技
の
普
及
・
振
興
な
ど
へ
の

貢
献
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。　

　

松
本
会
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
、

県
全
体
の
野
球
競
技
者
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
阿
部
勝
弘
市
長

は
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

大
堀
彩
氏
講
演
会
は
1
月
18
日
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
小
・
中
学
生

ら
約

200
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

元
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日
本
代
表
選

手
の
大
堀
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震

災
時
の
体
験
を
交
え
つ
つ
、「
明

確
な
夢
や
目
標
を
持
て
ば
、
ど
ん

な
環
境
で
あ
っ
て
も
言
い
訳
を
せ

ず
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
日
後
悔
の
な
い
よ
う
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ど
ん
な
環
境
で
あ
っ
て
も
夢
や
目
標
を

実
現
す
る
た
め
に
大
堀
彩
氏
講
演
会

伝
統
野
菜
を
給
食

に
山
上
さ
と
ち
ゃ

ん
カ
レ
ー

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
報
告
は
1

月
15
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
全

国
大
会
に
出
場
す
る
松
本
倫
佳
選

手（
八
幡
小
6
年
）が
訪
れ
ま
し
た
。

　

松
本
選
手
は
、
令
和
7
年
7
月

に
行
わ
れ
た
、
東
日
本
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
こ
と
か
ら
、

1
月
24
日
よ
り
滋
賀
県
長
浜
市
で

開
催
の
第
9
回
全
日
本
小
学
生
東

西
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
出

場
。

　

松
本
選
手
は
、「
1
勝
で
も
多

く
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

と
大
会
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
願
う

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
報
告



6令和 8．3．1　広報そうま

Topix
トピックス

　

第
72
回
文
化
財
防
火
デ
ー
消
防

訓
練
は
1
月
24
日
、
市
指
定
有
形

文
化
財
を
所
蔵
す
る
蒼
龍
寺
（
馬

場
野
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
相
馬
消
防
署
、
市
消
防

団
、
市
女
性
消
防
隊
、
地
域
住
民

な
ど
の
関
係
者
ら
約
60
人
が
参
加

し
、
消
火
訓
練
や
重
要
品
な
ど
の

搬
送
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
き
び
き
び
と
し
た

動
き
で
一
つ
一
つ
訓
練
を
行
い
、

万
一
の
火
災
に
備
え
、
防
災
意
識

を
高
め
て
い
ま
し
た
。

万
一
の
火
災
に
備
え
る文

化
財
防
火
デ
ー

　

市
消
防
団
長
辞
令
交
付
式
は
1

月
26
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
阿

部
勝
弘
市
長
か
ら
新
た
に
消
防
団

長
に
な
る
米
本
薫
さ
ん
に
辞
令
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
副
団

長
を
務
め
ら
れ
た
経
験
を
も
と
に
、

市
民
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
新
団
長

へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鎌
田
重
昭
前
団
長
に
辞

令
が
手
渡
さ
れ
、
阿
部
市
長
は
前

団
長
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

新
消
防
団
長
に
米
本
薫
氏

市
消
防
団
長
辞
令
交
付
式

民
生
委
員
・
児
童
委
員

委
嘱
状
伝
達
式
・
感
謝
状
伝
達
式

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
主
任
児
童
委
員
へ
の
委
嘱
状

伝
達
式
は
1
月
27
日
、
民
生
委

員
82
人
を
対
象
に
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
勝
弘
市
長
は
「
市
民
一

人
一
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

が
あ
る
中
で
安
心
安
全
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
ま
た
、
地
域
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
伸
び
伸
び
と
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▽
感
謝
状
伝
達
式

▽
委
嘱
状
伝
達
式

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
主
任
児
童
委
員
へ
の
厚
生
労

働
大
臣
感
謝
状
伝
達
式
は
1
月

27
日
、
授
受
者
14
人
を
対
象
に

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
、
阿
部
勝
弘
市
長
か
ら

授
受
者
に
感
謝
状
、
只
野
裕
一

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
市
長
は
、「
長
年
に
わ

た
り
、
地
域
社
会
に
対
し
て
多

大
な
る
貢
献
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
深
い
敬
意
と
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
行
事
の
「
福
節
祭
」

は
2
月
1
日
、
相
馬
神
社
で
開
催

さ
れ
、
福
を
求
め
て
多
く
の
市
民

ら
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、

原
釜
敬
神
部
に
よ
る
神
楽
奉
納
の

ほ
か
、
氏
子
ら
に
よ
る
豆
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
境
内
で
は
訪
れ
た
市
民

ら
に
あ
ら
汁
や
タ
コ
焼
き
が
振
る

舞
わ
れ
た
ほ
か
、
同
神
社
社
務
所

で
は
原
釜
幼
稚
園
園
児
な
ど
に
よ

る
恵
方
巻
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
市
民
ら
は
、「
福
は
内
、

鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
ま

か
れ
る
豆
に
手
を
伸
ば
し
て
福
を

呼
び
込
み
ま
し
た
。

福
を
呼
ぶ
豆

ま
き
福
節
祭


